が 失って しまった。 ああ、 良かった、 と 思わず 口に 出 

したと き、 目が 醒めた。 

翌朝、 従者 下僕ら を 集めて 一 々検 ベて 見た が、 夢の 

ラしぢ とこ 

中の 牛 男に 似た者 は 誰もい ない。 その後 も斉の 都に 

出入す る 人々 について、 それとなく 気を付けて 見る が 

それらし い 人相の 男に は 絶えて 出会わない。 

数年 後、 再び 故国に 政変が 起り、 叔孫豹 は 家族 を斉 

に 残して 急遽 帰国した。 後、 大夫 として 魯の 朝に 立 

つに 及んで、 初めて 妻子 を 呼ぼうと したが、 妻 は 既に 

斉の大 夫 某と 通じていて、 一向 夫の 許に 来ようと はし 

もうへ い ちゅうじん 

ない。 結局、 二子 孟丙. 仲 壬 だけが 父の 所へ 来た。 



少年の 名 を 問えば、 「牛と 申します」 と 答えた。 

母子と もに 即刻 引取られ、 少年 は豎 (小姓) の 一 人 

に 加えられた。 それ 故、 長 じて 後 もこの 牛に 似た 男 は 

じゅぎ ゆう 

豎 牛と 呼ばれる ので ある。 容貌に 似合わず 小才の 利 

く 男で、 すこぶる 役に は 立つ が、 いつも 陰鬱な 顔 をし 

て 少年 仲間の 戯れに も 加わらぬ。 主人 以外の 者に は 笑 

顔 一 つ 見せない。 叔 孫に は ひどく 可愛がられ、 長 じて 

は叔孫 家の 家政 一 切の 切 廻し をす るよう になった。 

たま 

眼の 凹んだ • 口の 突出た • 黒い 顔 は、 ごく 偶に 笑う 

あいきょう 

とひ どく 滑稽な 愛嬌に 富んだ ものに 見える。 こんな 

ひょうきん わるだくみ 

剽軽な 顔 付の 男に 悪 企 など 出来そう もない という 印 
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